
住まいで スマイル
新しい 幸せ

　　特集　暮らしのカタチと住まい

　去年 10 月にマイホームを新築した成原誠さん、恵美さんご夫
婦（新宿）。濃紺の外壁にオレンジ色の外柱。シンプルさの中に
もデザイン性のあるお宅は町内の業者が手がけたもので、今は
２人のお子さんとともに、幸せいっぱいの生活を送っています。
　「住まいに関しては、私たちはいろいろと運が良かったように
思います。結婚直後は新築の町営住宅（みなみハイツ）に入居
できましたし、この家も町の制度を活用して130 万円以上の助
成金をいただきました。たまたまかもしれませんが、制度等の波
にうまく乗れました」。誠さんはこう話します。

◆　　　　　◆

　「住んでみたい、ずっと住み続けたい町」。これは町の最も重要
な指針「第５次朝日町総合発展計画」のなかで謳っている目指
す町の姿です。人が「住む」には「住まい」が必要ですが、人
口規模が小さく、住宅事業に民間業者が参入しにくい朝日町で
は、町による積極的な住宅政策が欠かせません。
　親と同居するか別居するか、新しく建てるか直すかなど、住ま
いの形やニーズは多様です。今回の特集では、町の住宅事情と
住宅政策をお伝えします。

暮らしのカタチと

住まい

特集 同居か別居か？ 建てるか直すか？
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１
】。
退
去
者
が
出
れ
ば
す
ぐ
に
入

居
者
を
募
集
し
ま
す
が
、
申
し
込

み
が
多
く
、
ほ
ぼ
毎
回
抽
選
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
転
入
希
望
者
が

い
て
も
、入
居
は
難
し
い
状
況
で
す
。

「
空
き
家
バ
ン
ク
」
も
需
要
に

対
応
し
き
れ
ず
…

　
町
で
は
こ
う
し
た
住
宅
需
要
へ

の
対
応
と
空
き
家
の
利
活
用
を
目

的
に
、
平
成
22
年
10
月
に
「
空
き

家
バ
ン
ク
制
度
」
を
創
設
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
約
30
件
が
登
録

さ
れ
ま
し
た
が
、
現
在
は
そ
の
ほ
と

ん
ど
が
賃
貸
中
、
も
し
く
は
売
却

済
み
と
な
っ
て
お
り
、
需
要
に
対

応
し
き
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
今
回
の
町
営
住
宅
整
備
は
こ
う

し
た
住
宅
に
関
す
る
需
給
バ
ラ
ン

ス
を
少
し
で
も
改
善
す
る
も
の
で

す
。
宮
宿
、
大
谷
の
両
住
宅
と
も

に
完
成
は
秋
頃
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
今
後
の
広
報
誌
や

お
知
ら
せ
板
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先　
建
設
水
道
課 

整
備
係

☎
67-

２
１
１
５

名称 建築年度 世帯数 ３年間の入退室
清水ハイツ S57 12 ２
中郷ハイツ H7 40 ３

みどりハイツ H13 ８ ０
みなみハイツ H19 10 ３
蔵ハイツ大町 H20・21 10 １

合計 80 ９

←【表 1】町営住宅の概要と入退室状況
（※建設水道課まとめ）  　

「3 年間の入退室」欄から、ほとんど動きがないことがわかる。恒常的
に満室となっているものの、町にほかの賃貸住宅はない。「空き家バンク」
もほとんどが賃貸中のため、転入希望者の受け皿がほとんどない状況。

「
住
む
場
所
さ
え
あ
れ
ば
、

住
み
続
け
た
い
」

　
人
口
の
減
少
が
続
く
朝
日
町
。

町
外
へ
の
転
出
者
が
多
い
の
は
事

実
で
す
が
、
そ
の
全
員
が
必
ず
し

も
望
ん
で
町
を
離
れ
て
い
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
住
む
場
所
さ

え
あ
れ
ば
、住
み
続
け
た
い
」
―
―
。

子
育
て
世
代
を
中
心
に
、
こ
う
し

た
声
が
あ
る
の
も
事
実
で
す
。

　
現
在
寒
河
江
市
で
暮
ら
す
Ａ
さ

ん
夫
婦
。
３
年
前
に
結
婚
し
、
去

年
男
児
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
「
今
は
子
育
て
に
専
念
し
て
い
る

妻
も
、
育
児
休
業
が
終
わ
れ
ば
職

場
に
復
帰
し
ま
す
。
で
き
れ
ば
朝

日
町
に
戻
り
、
実
家
の
両
親
に
子

ど
も
の
世
話
を
お
願
い
す
る
の
が

経
済
的
で
安
心
で
き
ま
す
が
、
町

内
に
は
空
き
物
件
が
な
い
ん
で
す

よ
ね
。
両
親
と
の
同
居
に
は
妻
が

抵
抗
が
あ
る
よ
う
で
す
し
、
悩
み

ど
こ
ろ
で
す
…
」。
町
内
に
住
み
た

く
て
も
住
め
な
い
環
境
を
ご
主
人

は
と
て
も
残
念
が
っ
て
い
ま
す
。

別
居
希
望
が
増
え
て
い
る

　
山
形
県
は
全
国
で
３
世
代
同
居

率
が
最
も
高
く
、（
２
０
１
０
年
国

勢
調
査
）、
朝
日
町
で
も
同
居
家
庭

は
ご
く
一
般
的
で
す
。

　
少
し
前
ま
で
は
結
婚
後
す
ぐ
に

親
と
同
居
す
る
夫
婦
が
多
い
状
況

で
し
た
が
、
近
年
は
離
れ
て
暮
ら

す
夫
婦
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
場
合
、
や
む
な
く
町
外
に
住
ま

い
を
求
め
て
い
る
ケ
ー
ス
が
目
立
っ

て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
町
内
に
賃

貸
住
宅
の
空
室
が
な
い
た
め
で
す
。

動
き
の
少
な
い
町
営
住
宅

　

人
口
規
模
が
小
さ
く
、
か
つ
人

口
密
度
も
低
い
朝
日
町
で
は
、
住

宅
事
業
に
民
間
事
業
者
の
参
入
を

見
込
め
ま
せ
ん
。
事
実
、
過
去
に

業
者
に
よ
る
不
動
産
開
発
な
ど
は

　
町
に
は
民
間
業
者
の
賃
貸
住
宅
が
あ
り
ま
せ
ん
。
現
在
、
５
カ
所
80

世
帯
の
町
営
住
宅
が
あ
り
ま
す
が
、
い
ず
れ
も
満
室
で
、
入
居
を
希
望

し
て
も
入
れ
な
い
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
を
受
け
、
町

は
今
年
度
、
さ
ゆ
り
保
育
園
跡
地
（
宮
宿
）
に
８
世
帯
分
の
集
合
住
宅
、

大
谷
東
住
宅
団
地
（
大
谷
）
に
３
世
帯
分
の
戸
建
て
住
宅
を
、
26
年
度

に
は
宮
宿
の
同
じ
場
所
に
６
世
帯
分
の
集
合
住
宅
を
整
備
し
ま
す
。

　厚生労働省の「国民生活基礎調
査」では、「子夫婦と同居する 65 歳
以上の人の割合」が公表されていま
す。その数値を見ると、昭和 55 年は
52. ５％だったのに対し、平成 22 年
は 17. ５％まで減少しています。
　ただし、親子が近くに住むメリット

は、子育てや介護面など多くあり、近
年は親子２世代が簡単に行き来できる
距離に住居を構える「近居」を望む家
庭も増えています。
　こうした家庭のためにも、町に住ま
いの選択肢をより多く確保することが
大切です。

減る「同居」、増える「近居」

変わる親との「距離感」

清水ハイツ 中郷ハイツ みどりハイツ みなみハイツ 蔵ハイツ大町

な
く
、
住
宅
団
地
の
分
譲
や
賃
貸

住
宅
の
整
備
は
す
べ
て
町
が
定
住

対
策
の
一
環
と
し
て
実
施
し
て
き
ま

し
た
。
現
在
80
世
帯
分
あ
る
賃
貸

住
宅
は
す
べ
て
町
営
で
す
。

　
し
か
し
、
こ
れ
ら
町
営
住
宅
は

常
に
ほ
ぼ
満
室
の
状
態
と
な
っ
て
い

ま
す
。
平
成
23
年
４
月
か
ら
26
年

１
月
ま
で
の
約
３
年
間
、
80
世
帯

で
あ
っ
た
入
退
室
は
９
件
だ
け
【
表

【概要】
木造平屋建　79.49㎡。
２LDK（洋室 6 帖× 2、
居間 + 食堂 + 台所、洗
面脱衣室、浴室、トイレ、
物置）。オール電化、エ
アコン、IHヒーター完備、
駐車場２台分

【概要】
木造２階建。1戸あたり72.43
㎡。２LDK（洋室 6 帖×2、居間
+ 食堂 + 台所、洗面脱衣室、浴
室、トイレ、物置）。オール電化、
エアコン、IHヒーター完備、駐
車場２台分。１,２階を利用でき
るメゾネット式集合住宅

大谷
（戸建3世帯）

宮宿
（集合14世帯）

※設計は今後変更に
なる場合もあります

町営住宅を
整備します
【宮宿地内】

集合住宅14世帯分
【大谷地内】

戸建住宅3世帯分

「
町
に
住
み
た
い
け
ど

住
む
場
所
が
な
い
」

　　特集　暮らしのカタチと住まい

子夫婦と同居する
65歳以上の人の割合

厚生労働省「国民生活基礎調査」

昭和55年

平成22年

５２.５％

17.５％
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